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問題

　自閉性障害児者 へ の 支援は，196〔庫 代か ら様 々 な方
略が開発され て きて い る。 そ の 中で も ， 自然な環境下
で学習す るこ とが可能な観察学習に つ い て は何度も言
及が成 され て い るが

， 自閉性障害の 認知特 hkか ら， 観
察学習の 困難さも合 わせ て報告され て い る。と こ ろ が

，

近年，ビデオ を用い た観察学習手続 きによっ て，自閉

性障害児で も観察学習が可能 で あ る と報告 され て い る。
vrR に よっ て 自己行動の評価 と修正 を行 うビデオ モ

ニ タ リン グに つ い て の 先行研究を概観 した榎本（2010）
では，ビデオモ ニ タ リン グ手続きの大きな臨床的効果
が述 べ られ て い る

一
方 で ，適用で きる対象 の 吟味が 成

されてお らず，特に知的な遅れ の ない 高機能群の みが

対象とされて い ると報告 して い る。
目的

　ビデオモ ニ タ リン グの 臨床応用性を検証すべ く，自
閉性障害の 診断を受けた児童3名か ら成る小集団会話
場面 へ 介入を行 っ た 。 そ の 介入から ， 自閉症 ス ペ ク ト

ラム 障害児 の コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 場面 に お ける適切

行動 の 獲得お よび不適切行動 の 修正 に寄与す る効 果

を査定した。
方法
対象児 1 小学校 に通 う3名の 児童 （A 児，B児，　 C児）を本

研究の 参加児と した 。 研究開始時，すべ て の 参加児は小

学校の 特別支援学級 （知的障害学級）の 第2学年に在籍 し

て い た。参加児3名共に 基本的な コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動
は獲得され て い た。一

方で ，相談や話 し合 い の ような複

雑な言語コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が求め られ る場面で は，話
し合 い を妨害するような行動が散見され ， 所属学級で 注

意を受けて しま う等の 報告が成されて い た。
実験場面 ：参加児 3名が 円滑な話 し合い を行 うた め の 行

動の 獲得を目的と した 小集団会話場面を設定 し た。
研究デザイ ン ：参加児が構成す る 小集団に 対 して，（a）
べ 一

ス ライ ン 期，（b）訓練後期の 2 つ の 実験フ ェ イ ズを

設定した。べ 一ス ライ ン 期では ， 活動決定 の ための 小集
団会話場面 を実施 した。ノト集団 会話揚 面 で は，メ イ ン ト

レ
ーナー

の 指示 の 元，全員で行 う活動を 3名 で話 し合 っ

て決め る よ うに伝えられた 。 活動 の種類は，『勉強』『お

手伝い 』『遊び』毎に 5 種類で あっ た。ホ ワ イ トボー
ド

に活動を書い た後 メ イ ン トレーナーは話し合い を開始
するように促 した。参加児童 3名 が話 し合い を開始 した

後 メ イ ン トレ
ー

ナーは 話 し合 い の 進行 につ い て の
一

切

の 関わ りは 行わなか っ た。話 し合い は 3 人 の 意見が
一
致

するまで 続けられたe3 人の 意見 が一
致 した後，決定 し

た活動を参加児達 と行 っ た。各支援 セ ッ シ ョ ン で 2〜3
回ほ ど話 し合い を行 っ た 後，ビデオ フ ィ

ードバ ッ ク を 行

っ た。ビ デオ フ ィ
ー

ドバ ッ クで は，直前 に行 っ たべ 一
ス

ラ イ ン期で の様子を液晶モ ニ ターで投影 し，小集団グル

一プで視聴した。ビ デオ視聴中、標的行動および話 し合
い に よ る意思統

一
に 適切 と判断され る行動 （例 ：意思決

定の 方法を案出する，相手 の意見に合わ せ る）が あっ た

場合 ビ デオ を
・一．

時停止 し，行動を表出 した参加児 に 良い

行動／悪い行動の 判断を求め た 。 良い ，悪い の 判断を参
加児 が決定 し た後 ， 対象児が 自己行動 につ い て採点を行
っ た。ビ デオ フ ィ

ー
ドバ ッ ク が終わっ た後，訓練後期 へ

条件 を移行 した。訓練後期で は ，
ベ ー

ス ライ ン 期 と同様

の 手続 きで 再び話 し合い を実施 した。
擡軈 ：標的行動は，1）選択肢 にない 活動 の 選択，2）
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン と関係 ない 発言，3）離席行動，4）暴言

を含む暴力的行動 の 4 っ で あっ た 。

結果

　本研究の 結果の うち， 対象児B の パ フ ォ
ー

マ ン ス を

図 1に示 した。ビデオ フ ィ
ー

ドバ ッ ク導入前に は ，3
名全員にお い て，離席や暴言 ， 勝手な発言 などの 不適
切行動が，話 し合い 全体 時間の 半分以上を占め る こ と

も散見された。しか し，ビデオ フ ィ
ー

ドバ ッ クが導入

され ると，不適切行動は大きく減少 し ， 意見を譲 る な

どの 適切な行動 も生起す るよ うに な っ た 。
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　　　　　図1 対象児Bの パ フ ォ
ー

マ ン ス

考察

　本研究で は ， 軽度な知的障害を持 つ 自閉性障害児 3
名 の 小集団会話場面に対して，ビデオモ ニ タリン グ手

続きを用いた介入支援を行っ た。そ の結果，ビ デオモ

ニ タリン グ手続きが，比較 的複雑な行動 の 獲得 と修正

に寄与 したと考え られる。以上よ り，知的な遅れを抱
える児童に よる小集団 の ビデオモ ニ タ リン グ手続き

に は ，  知的な遅れを抱えて い て もVTR を用い る こ と

で セ ル フ モ ニ タ リン グが可能 となる こ と，   ビデオモ

ニ タリン グが小集団に も適用可能で あ る こ と，  不適

切行動だけで なく，適切行動の形成に も効果的で あ る

こ となどが示 された 。
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